
今号の主な内容
　2／老人福祉大学開講
34／年度事業計画・収支予算など
　4／役員就任・退任あいさつ
　5／県老連女性委員会総会開催
　6／市町村老連正・副会長会議
　7／地域の元気づくり事業
89／県下各クラブの活動紹介
　�／健康づくり中央セミナー
　�／高齢者地域リーダー研修会
��／会員の声

総社市 備中国分寺　写真提供：岡山県

̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第17号

おかやま県老連だより
（通巻86号）
平成29年8月号

岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

公
益
財
団
法
人

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長 

藤 

本
　
毅

晴
れ
ば
れ
シ
ニ
ア
岡
山

「
開
花
宣
言
」の
願
い

　

県
下
26
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
組
織

す
る
、
岡
山
県
老
連
が
目
指
す
“
古
く
て
新
し

い
三
大
運
動
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
花
も

実
も
あ
る
実
践
活
動
！
”
こ
れ
こ
そ
が
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
力
で
あ
り
魅
力
で
あ
ろ
う
。

※�

住
み
慣
れ
た
地
域
で
気
心
の
知
れ
合
う
仲
間

の
輪
を
広
げ
、
自
ら
が
輝
き
「
の
ば
そ
う
！

健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
と
、

高
齢
者
の
暮
し
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
（
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
）
が
市
町
村
で
進
め

ら
れ
て
お
り
老
人
ク
ラ
ブ
の
積
極
参
加
が
叫

ば
れ
て
い
る
。

※�

吹
き
と
ば
そ
う
！
高
齢
者
は
寂
し
い
「
自
動

車
事
故
」「
認
知
症
」「
振
り
込
め
詐
欺
の
被

害
」「
孤
独
死
」「
ボ
ケ
老
人
」
な
ど
な
ど
・・・

高
齢
者
と
ひ
と
口
に
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ

こ
そ
「
言
わ
れ
放
題
」
高
齢
者
は
肩
身
の
狭

い
思
い
を
し
て
い
る
・
・
・
と
あ
る
新
聞
の

記
事
を
見
た
。
世
間
の
風
当
た
り
は
厳
し
い

が
こ
れ
も
現
実
！

※�

温
故
知
新
・
老
人
の
教
訓
に
学
ぼ
う

　

◇�

し
て
見
せ
て
、
言
う
て
聞
か
せ
て
、
さ
せ

て
見
て
ホ
メ
て
や
ら
ね
ば
人
は
動
か
じ

�

（
山
本
五
十
六
）

　

◇�

い
ま
や
ら
ね
ば
い
つ
で
き
る
、
わ
し
が
や

ら
ね
ば
だ
れ
が
や
る�

（
平
櫛
田
中
）

　

◇�
人
生
の
花
盛
り
は
70
才
か
ら
、目
の
前
の
こ

と
を
一
生
懸
命
す
る
こ
と�

（
瀬
戸
内
寂
聴
）

※�

い
ま
、
ま
さ
に
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
で

あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
の
や
る
気
ほ
ん
気
げ
ん
気

が
一
番
。
女
性
の
活
躍
と
若
手
会
員
の
行
動

力
が
老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
に
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。
老
い
て
こ
そ
人
生
、
晴
れ
ば
れ
幸

せ
の
花
を
咲
か
そ
う
。

1　2017年（平成 29 年）8月 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

28
年
度
は
募
集
人
員
９
０
０

名
に
対
し
１
、０
４
４
名
の
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で

も
、
倉
敷
会
場
で
は
、
定
員
を

60
名
あ
ま
り
超
過
し
た
申
込
を

い
た
だ
き
、
結
果
、
や
む
な
く

会
場
変
更
す
る
な
ど
大
変
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

反
省
に
立
ち
、
今
年
度
は
、
倉

敷
会
場
は
二
回
実
施
と
し
、
定

員
を
大
幅
に
増
や
し
５
０
０
名

と
し
ま
し
た
。
全
体
の
定
員
も

１
、２
３
０
名
と
し
た
た
め
余

裕
を
も
っ
て
開
催
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
岡
山

会
場
で
は
、
定
員
オ
ー
バ
ー
と

な
り
、
少
し
の
方
に
は
お
断
り

す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
も
や

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
県
の

総
合
福
祉
会
館
（
定
員
５
０
０

名
）
が
閉
鎖
と
な
り
、
や
む
な

く
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
（
定
員

２
７
０
名
）
に
会
場
を
移
し
た

た
め
、
収
容
人
員
が
小
さ
く

な
っ
た
結
果
で
す
が
、
消
防
法

に
よ
り
定
員
オ
ー
バ
ー
は
認
め

ら
れ
な
い
の
で
致
し
方
あ
り
ま

せ
ん
。
受
講
が
で
き
な
く
な
っ

た
方
に
は
誠
に
申
し
訳
な
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
準
備
段
階
で
は

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、や
っ
と
6

月
か
ら
、
倉
敷
会
場
①
を
皮
切

り
に
、
岡
山
会
場
、
高
梁
会
場
、

倉
敷
会
場
②
、
津
山
会
場
と
順

次
開
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
勢
の
関
係
者
の
方
に
ご

協
力
い
た
だ
き
開
講
で
き
ま
し

た
こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
講
義
の
テ
ー
マ
は

次
の
通
り
で
す
。

●�

老
後
の
雑
学

　
「
絆
～
ハ
マ
イ
エ
と
笑
っ
て

　

 

楽
し
く
健
康
に
！
〜
」

　

倉
敷
芸
術
科
学
大
学

　

学
長
補
佐　

濱
家 

輝
雄 

氏

●�

笑
い
ヨ
ガ 

人
生
ま
だ
ま
だ

笑
っ
て
楽
し
く
！

　

岡
山
県
笑
い
ヨ
ガ
協
会

　

理
事
長　

万
代 

京
央
子 

氏

●
説
法
「
人
間
、
一
二
〇
歳
ま
で
」

　

総
本
山
善
通
寺

　

法
主　

樫
原 

禅
澄 

氏

●
終
末
期
医
療

　

�

岡
山
会
場
「
超
高
齢
化
社
会

と
自
身
の
終
末
期
を
考
え
る
」

　

か
と
う
内
科
並
木
通
り
診
療
所

　

理
事
長　

加
藤 

恒
夫 

先
生

　

�

倉
敷
会
場
「
人
生
の
最
期
を

家
で
過
ご
す
と
い
う
こ
と
」

　

守
屋
お
さ
む
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院
長　

守
屋 

修 

先
生

　

�

津
山
会
場
「
住
み
慣
れ
た
町

で
最
期
ま
で
過
ご
す
に
は
？

～
家
庭
医
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
～
」

　

奈
義
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院
長　

松
下 

明 

先
生

　

�

高
梁
会
場
「
人
生
の
最
期
を

穏
や
か
に
生
き
る
た
め
に
」

　

高
梁
市
川
上
診
療
所

　

所
長　

菅
原 

英
次 

先
生

●
落
語
「
笑
い
あ
る
人
生
」

　

落
語
家　

雷
門 

喜
助 

氏

　

こ
れ
か
ら
11
月
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
の
会
場
に
お
い
て
順
次
開
催

し
て
い
き
ま
す
。
受
講
申
し
込

み
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
奨
励

賞
、
栄
誉
賞
を
目
指
し
頑
張
っ

て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

老人福祉大学開講される！平成 29 年度

2017年（平成 29 年）8月　2

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

平
成
29
年
3
月
17
日
（
金
）

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
（
公
財
）
岡
山
県
老

連　

理
事
会
・
評
議
員
会
に
お

い
て
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画

と
、
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
国
に
お
い
て
、

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ

れ
、
平
成
29
年
1
月
1
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
県
老
連

に
お
い
て
も
仕
事
と
家
庭
の
両

立
支
援
対
策
を
充
実
す
る
た
め

「
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
嘱
託
職

員
就
業
規
則
」
の
一
部
改
正
及

び
「
事
務
局
職
員
等
育
児
・
介

護
休
業
等
に
関
す
る
規
則
」
を

新
し
く
制
定
し
、
職
場
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
県
老
連
職
員
が
介

護
休
業
や
育
児
休
業
を
取
得
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
事
業
計
画
概
要

◆
重
点
目
標

1�

仲
間
を
広
げ
る
加
入
促
進
運

動
の
推
進
と
魅
力
あ
る
ク
ラ

ブ
づ
く
り

2�
会
員
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

取
り
組
み
（
健
康
づ
く
り
）

3�

地
域
を
豊
か
に
す
る
取
り
組

み
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

◆
事
業
計
画

1�

第
42
次
岡
山
県
老
人
福
祉
大

学
の
開
催

　

会
場　

岡
山　

倉
敷（
2
回
）

　
　
　
　

津
山　

高
梁

　

受
講
生
募
集 

１
、２
３
０
人

　

�

テ
ー
マ　

◇
老
後
の
雑
学　

◇
笑
い
ヨ
ガ 

◇
説
法 

◇
終

末
期
・
在
宅
医
療 

◇
落
語

2�

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会
の

開
催
（
年
1
回
）

3�

健
康
づ
く
り
介
護
予
防
事
業

・
事
業
報
告
会
の
開
催（
年
1
回
）

・�

全
老
連
健
康
づ
く
り
中
央
セ

ミ
ナ
ー
へ
の
派
遣
（
2
名
）

・�

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
健
康
・
介
護
）
7
箇
所　

1
カ
所
当
た
り
10
万
円
以
内

4�

地
区
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

　

�

実
施
地
区
（
備
前
、
備
中
、

美
作
）

　

1
種
目
7
万
円
2
種
目
ま
で

5
次
世
代
育
成
支
援
事
業

・�

次
世
代
育
成
支
援
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
習
会
の
開
催
（
年
1
回
）

・�

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
次
世
代
育
成
）
7
箇
所　

1
カ
所
当
た
り
10
万
円
以
内

6�

在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動

・�

友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
派
遣

（
2
名
）

・�
地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
友
愛
活
動
）
6
箇
所　

1

カ
所
当
た
り
10
万
円
以
内

7�

高
齢
者
の
安
全
・
安
心
を
支

え
る
活
動

・
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

・�

特
殊
詐
欺
・
悪
質
商
法
な
ど

防
犯
安
全
対
策

8�

老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
の
育
成

・�

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
の
開
催　

　

�

会
場
（
岡
山
、
倉
敷
、
津
山
、

高
梁
、
東
備
、
美
作
）

・�

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中
央

セ
ミ
ナ
ー
派
遣
（
2
名
）

・�

第
46
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
派
遣
（
京
都
市
）

・�

地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

�

実
施
地
区
（
備
前
、
備
中
、

美
作
）

・�

第
29
回
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ

ナ
ー
派
遣
（
2
名
）

9�

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り

リ
ー
ダ
ー
養
成
（
み
ず
ほ
助

成
事
業
）
4
市
町

��

第
54
回
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
開
催
（
岡
山
県
総
合
社

会
福
祉
大
会
）

　

�

第
1
部　

岡
山
県
知
事
表
彰・

保
健
福
祉
部
長
表
彰
・
県
老

連
会
長
表
彰

　

第
2
部　

講
演

��

会
員
加
入
促
進
事
業

・�

会
員
加
入
促
進
委
員
会
の
開
催

（
若
手
委
員
会
と
合
同
開
催
）

・
～
晴
れ
ば
れ
シ
ニ
ア
岡
山
～

　

�「
二
万
五
千
人
会
員
増
強
運

動
」
の
推
進
（
～
30
年
度
）

・�

会
員
加
入
促
進
モ
デ
ル
単
位

ク
ラ
ブ
表
彰

�
表
彰

・�

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
育
成

功
労
・
優
良
ク
ラ
ブ
等
）

・�

全
老
連
会
長
表
彰
（
育
成
功

労
・
優
良
ク
ラ
ブ
等
）

・�

活
動
賞
（
健
康
づ
く
り
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
そ
の
他
）

��

広
報
活
動
（
広
報
誌
「
晴
れ

ば
れ
シ
ニ
ア
岡
山
」
年
2
回

５
万
部
発
行
）

��

市
町
村
老
連
正
・
副
会
長
会

議
開
催（
岡
山
い
こ
い
の
村
）

年
1
回

��

中
国
・
四
国
ブ
ロッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
呉
市
）

��

市
町
村
老
連
事
務
担
当
者
会

議
開
催
（
年
１
回
）

��

法
人
運
営
・
管
理
（
評
議
員

会
、
理
事
会
、
監
査
会
）

�
そ
の
他

　

平
成
29
年
5
月
29
日
開
催
し

た
29
年
度
第
1
回
理
事
会
に
お

い
て
、
公
益
財
団
法
人
岡
山
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
平
成
28

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
」
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
額
に

つ
い
て
は
円
グ
ラ
フ
（
次
頁
）

の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
役
員

に
つ
い
て
も
改
選
期
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
関
係
市
町
村
老
連
か

ら
推
薦
の
あ
っ
た
理
事
、
監
事
、

評
議
員
候
補
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
、
6
月
16
日
（
金
）
に
開
催

さ
れ
た
定
時
評
議
員
会
で
次
の

と
お
り
選
任
さ
れ
、
事
業
報
告

及
び
決
算
に
つ
い
て
も
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

評
議
員
会
で
選
任
さ
れ
た
新

理
事
、
監
事
、
評
議
員
は
次
の

と
お
り
で
す

●
理
　
事

安
田　

泰
治
（
倉
敷
市
副
会
長
）

福
元　

秀
子
（
倉
敷
市
理
事
）

杉　
　
　

潔
（
学
識
）

●
監
　
事

滝
川　

誠
一
（
全
県
）

●
評
議
員

白
神　
　

昶
（
倉
敷
市
副
会
長
）

三
木　

雅
江
（
倉
敷
市
理
事
）

平
野　
　

勲
（
笠
岡
市
会
長
）

藤
原　

清
和
（
井
原
市
会
長
）

薦
田
紀
久
男
（
早
島
町
会
長
）

金
子　
　

稔
（
西
粟
倉
村
会
長
）

　

平
成
29
年
6
月
16
日
定
時
評

議
員
会
終
了
後
、
新
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
理
事
会
が
開
催
さ
れ
次

の
通
り
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

●�
県
老
連
副
会
長
（
備
中
地
区

代
表
）
岡　

弘
（
総
社
市
老

連
会
長
）
6
月
16
日
就
任

●�

常
務
理
事　
杉　

潔（
学
識
）

7
月
1
日
就
任

平
成
29
年
度 

事
業
計
画
・
収
支
予
算 

決
ま
る

平
成
28
年
度 

事
業
報
告
・
決
算 
承
認
さ
れ
る

3　2017年（平成 29 年）8月



退任あいさつ 就任あいさつ

■ 平成 28年度決算報告 ■■ 平成 29年度予算 ■

収入
32,667
（単位：千円）

収入
34,650
（単位：千円）

支出
32,667
（単位：千円）

支出
34,650
（単位：千円）

会費
9,087

シルバー基金
財政積立預金
取崩収入 2,203

補助金等
12,599

事業収入
3,909

基金運用
    2,153

前期繰越金収入 2,664 寄付金 50 雑収入他 2

事業費
11,982

法人運営494

管理費
16,142

固定資産取得支出
143

シルバー基金運用利息積立支出
2,203

財政調整基金積立支出
1,703

事業費
14,332

法人運営565

管理費
17,600

運用資金積立預金積立支出
2,153

シルバー基金
財政積立預金
取崩収入 2,153

前期繰越金収入 2,529
寄付金 60 雑収入11

会費
8,964

補助金等
13,199

事業収入
4,581

基金運用
   2,153

運用資金積立預金取崩収入1,000

　

こ
の
度
、
岡
山
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
副
会
長
に
就
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大
役
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
発
展
の

た
め
に
誠
心
誠
意
、
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は

日
々
変
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

誰
も
が
気
軽
に
集
い
あ
え
る
老

人
ク
ラ
ブ
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
各
市
町
村
で
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
「
仲

間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
生

き
甲
斐
づ
く
り
」
活
動
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
誰
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
過

ご
し
て
い
く
た
め
、
地
域
社
会

に
お
い
て
私
達
は
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
目

指
し
て
、
皆
様
方
の
お
力
を
ぜ

ひ
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
お
元
気
で

お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た

し
ま
す
。
こ
の
度
、
県
老
連
常

務
理
事
を
退
任
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
8
年

間
の
長
き
に
亘
り
、
ご
支
援
ご

協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

思
い
出
に
残
る
こ
と
は
、
数

多
く
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず

は
、
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行

で
あ
り
ま
す
。
1
年
間
準
備
を

し
、
公
益
認
定
を
受
け
、
24
年

4
月
か
ら
公
益
財
団
法
人
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
次
は
、
県
老
連
創
立
50

周
年
記
念
式
典
の
実
施
、
さ
ら

に
は
記
念
誌
の
発
刊
、
そ
し
て

懸
賞
広
告
を
出
し
て
の
愛
称
の

募
集
等
々
盛
り
だ
く
さ
ん
な
24

年
度
で
あ
り
ま
し
た
。
県
内
各

地
か
ら
３
０
０
件
を
超
え
る
愛

称
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
審
査

の
結
果
「
晴
れ
ば
れ
シ
ニ
ア
岡

山
」
と
決
定
し
ま
し
た
。
又
、

26
年
4
月
に
は
、
創
立
以
来

活
動
を
共
に
し
て
き
た
最
大
の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
岡
山
市
老

連
が
県
老
連
か
ら
分
離
独
立
を

さ
れ
ま
し
た
。
和
や
か
な
協
議

の
も
と
円
満
に
独
立
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
８
年
の
間
に
は

会
長
も
5
人
交
代
し
ま
し
た
。

　

大
変
多
忙
な
日
々
で
は
ご
ざ

い
ま
し
た
が
我
人
生
に
お
い
て

も
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
元

気
で
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
る
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
退
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
常
務
理
事
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
杉
で
す
。
前
任

の
滝
川
常
務
理
事
と
同
様
、
ご

支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
24
年
生
ま
れ
で

現
在
67
歳
で
す
。
岡
山
県
職
員

に
採
用
さ
れ
、
37
年
間
勤
務
の

後
、
退
職
。
以
後
、
公
益
財
団

法
人
、
民
間
会
社
を
経
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

私
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
接
点

は
、
私
が
生
ま
れ
た
田
舎
の
集

落
に
あ
る
「
に
こ
に
こ
会
」
と

い
う
老
人
ク
ラ
ブ
で
す
。
亡
く

な
っ
た
母
が
楽
し
み
に
し
、
大

変
お
世
話
に
な
っ
た
ク
ラ
ブ
で

す
。
一
人
暮
ら
し
で
あ
っ
た
母

を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
回
、
当
連
合
会
に
お
世
話
に

な
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
こ
の

こ
と
が
一
番
に
思
い
浮
か
び
ま

し
た
。

　

そ
の
お
返
し
と
い
う
こ
と
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
少
し
で

も
お
役
に
立
て
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
度
、一
身
上
の
都
合
で
、

副
会
長
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
、
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
1
年
間
、
健
康
管
理
に

努
め
、
人
生
の
中
で
培
っ
て
き

た
「
知
識
・
技
能
・
経
験
」
を

お
お
い
に
活
か
し
、
多
様
な
分

野
の
地
域
社
会
活
動
に
も
進
ん

で
参
加
し
、
更
に
、
県
老
連
主

催
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
や
講
演
会

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
多
様

な
学
び
の
場
を
経
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
学
び
を
活
か
し

「
新
地
域
支
援
事
業
」
の
一
環

と
し
、
目
先
を
変
え
て
事
業
を

見
直
し
、
新
会
員
加
入
に
も
繋

が
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
と
、

楽
し
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
関
し

て
は
、
こ
の
1
年
間
に
お
け
る

多
く
の
学
び
の
場
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
お
陰
で
す
。
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

結
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
各

地
区
老
連
の
ご
発
展
と
、
藤
本

毅
会
長
を
は
じ
め
会
員
の
方
々

の
御
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副
会
長

岡　

弘

常
務
理
事

杉　

潔

副
会
長

金
子 

賢
一

常
務
理
事

滝
川 

誠
一
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平
成
29
年
6
月
23
日（
金
）

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
34

名
出
席
の
も
と
女
性
委
員
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
本
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、「
県
老
連
に
お

い
て
も
女
性
の
理
事
を
増
や
す

な
ど
、
女
性
の
登
用
に
力
を

入
れ
活
躍
に
期
待
し
て
い
る
の

で
、
会
員
増
強
と
新
地
域
支

援
事
業
の
取
り
組
み
に
対
し
て

は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」
と
協
力
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
延
原
委
員
長
か
ら

「
委
員
長
に
就
任
し
て
1
年
が

過
ぎ
た
が
、
女
性
委
員
会
発
展

の
た
め
、
更
に
頑
張
る
決
意
な

の
で
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
」
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
議
題
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
後
皆
さ
ん

の
熱
心
な
協
議
の
末
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
決
定
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

◆
新
役
員

　

副
委
員
長　

福
元　

秀
子

�

（
倉
敷
市
）

　

参　
　

与　

久
保　

豊
子

�

（
倉
敷
市
）

◆
平
成
29
年
度

　
女
性
委
員
会
活
動
計
画
概
要

☆
総　

会　

年
2
回
開
催

　
（
6
月
23
日（
金
）、2
月
下
旬
）

☆
幹
事
会　

年
1
回
開
催

�

（
9
月
22
日
（
金
））

1�

地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会

　

�

県
下
3
地
区
（
備
前
、備
中
、

美
作
）
で
実
施
す
る
。
1
地

区
7
万
円
以
内
で
補
助

2�

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
へ
大
勢
で
参
加
す
る

3
二
万
五
千
人
会
員
増
強
運
動

　

�

女
性
な
ら
で
は
の
き
め
の
細

か
さ
と
行
動
力
で
も
っ
て
、

勧
誘
活
動
を
行
い
、
会
員
増

に
つ
な
げ
る
。

4�

次
世
代
育
成
支
援
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
習
会
の
開
催

　

�

老
人
ク
ラ
ブ
も
社
会
か
ら
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
子
育
て

支
援
活
動
等
に
必
要
な
知

識
・
技
術
を
習
得
し
て
も
ら

い
、
次
世
代
育
成
支
援
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
研
修

会
を
開
催
す
る
。
講
師
に
つ

い
て
意
見
を
募
っ
た
が
特
に

希
望
は
な
く
、
事
務
局
に
一

任
さ
れ
た
。

5�

新
地
域
支
援
事
業
へ
の
取
り

組
み

　

�

こ
れ
ま
で
の
経
験
・
実
績

を
生
か
し
て
「
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
に
取
り
組

み
、
地
域
づ
く
り
の
一
翼
を

担
う
。

6�

全
老
連
第
29
回
女
性
リ
ー

ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
者

決
定

　

�

開
催
期
日
：
11
月
16
日（
木
）

～
17
日
（
金
）

　

�

開
催
場
所
：
東
京
都　

全
社

協
会
議
室

　

�

参 

加 

者
：
女
性
委
員
会
委

員
長 

延
原
愛
子
氏　

副
委

員
長 

福
元
秀
子
氏
に
決
定

　

意
見
交
換
で
は
、「
女
性
は

も
う
少
し
前
に
出
る
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
意
見
に
対
し
、「
周

り
は
全
部
男
性
の
会
長
の
中
で

女
性
一
人
頑
張
っ
て
い
る
よ
」

を
始
め
、「
支
部
長
ま
で
引
き

受
け
活
発
に
活
動
し
て
い
る

よ
」、
ま
た
「
女
性
だ
け
の
ク

ラ
ブ
も
あ
り
、
男
性
の
入
会
希

望
が
あ
る
と
隣
の
ク
ラ
ブ
を
紹

介
し
て
い
る
」
と
か
、
色
々
の

形
態
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
活
躍
し
て
い
る
女
性
会
員
も

か
な
り
あ
る
と
い
う
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

分
野
を
生
か
し
、
前
面
に
出
て

活
躍
し
て
い
る
女
性
が
多
い
こ

と
に
、感
心
を
す
る
と
同
時
に
、

頼
も
し
く
も
あ
り
意
を
強
く

し
ま
し
た
。
大
勢
の
委
員
か
ら

発
言
が
あ
り
充
実
し
た
会
と
な

り
ま
し
た
。

県老連女性委員会 第33回総会開催
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



市
町
村
老
連
正
・
副
会
長
会
議

　

平
成
28
年
度
市
町
村
老
連

正
・
副
会
長
会
議
が
平
成
29
年

2
月
16
日
（
木
）
～
17
日
（
金
）

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
の
「
岡

山
い
こ
い
の
村
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

女
性
の
活
躍
推
進
法
が
昨
年

4
月
、
施
行
さ
れ
て
以
来
、
女

性
の
社
会
進
出
が
大
き
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
老
連

に
お
い
て
も
、
28
年
度
か
ら
備

前・
備
中
・
美
作
地
区
1
名
ず
つ

女
性
理
事
を
増
員
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
女
性
意
見
の
尊
重

と
ク
ラ
ブ
運
営
の
活
性
化
を
図

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
今
年
度
の
会
議
は
で
き
る

だ
け
多
く
の
女
性
役
員
の
参
加

と
事
務
局
職
員
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
議
論
を
深
め
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会

長
自
ら
声
掛
け
を
す
る
な
ど
関

係
者
が
頑
張
っ
た
結
果
24
市
町

村
老
連
か
ら
会
長
を
は
じ
め
大

勢
の
役
員
の
出
席
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
総
勢
70
名
と

い
う
大
人
数
で
の
宿
泊
研
修
と

な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
平

素
の
身
近
な
話
題
か
ら
ク
ラ
ブ

運
営
の
悩
み
事
ま
で
盛
り
だ
く

さ
ん
な
懇
親
が
で
き
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

29
年
度
も
同
じ
場
所
で
、
企

画
も
新
た
に
開
催
し
ま
す
の

で
、
今
年
以
上
の
出
席
を
頂
き

活
発
な
議
論
が
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

第
1
日
目

〈
12
時
00
分
〉

　

受
付

〈
13
時
00
分
〉

　

開
会

　

挨
拶　
県
老
連 

藤
本
会
長

〈
13
時
20
分
〉

　

�

平
成
29
年
度
事
業
方
針
・
計

画
・
重
点
目
標
と
事
業
実
施

に
つ
い
て
の
留
意
点
、
お
願

い
事
項
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
説
明

〈
14
時
20
分
〉

　

�

行
政
説
明

　

�「
岡
山
県
の
高
齢
者
施
策
及
び

予
算
」の
概
略
に
つ
い
て
説
明

　

岡
山
県
長
寿
社
会
課

�

岩
佐
総
括
副
参
事

〈
15
時
30
分
〉

　

グ
ル
ー
プ
討
議

　

�「
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

�

議
論
を
深
め
る
た
め
、①
ク

ラ
ブ
の
魅
力
ア
ッ
プ
の
為
の

取
り
組
み
状
況 

②
会
員
の

掘
起
こ
し
の
具
体
的
な
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て 

③
こ
れ

ら
の
対
策
を
行
っ
て
い
な
い

老
連
は
こ
れ
か
ら
ど
う
し
ま

す
か
？ 

の
三
点
に
つ
き
、あ

ら
か
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
発
言
も
ス
ム
ー
ズ
に
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

〈
18
時
00
分
〉

　

懇
親
会

　

�

地
元
の
吉
田
県
老
連
副
会
長

の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
続
き

延
原
副
会
長
の
乾
杯
の
発

声
に
よ
り
始
ま
り
、
虫
明
名

産
の
カ
キ
づ
く
し
の
料
理
も

お
い
し
く
、
お
酒
も
進
み
地

産
地
消
に
大
い
に
貢
献
で
き

ま
し
た
。
余
興
と
し
て
、
女

性
委
員
会
参
与
の
森
上
さ
ん

に
よ
る
「
黒
田
節
の
日
本
舞

踊
」
同
じ
く
女
性
委
員
会
の

香
川
さ
ん
に
よ
る
日
舞
「
無

法
松
の
一
生
」
が
あ
り
宴
会

に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
他
カ
ラ
オ
ケ

も
盛
況
で
あ
り
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
宴
会
と
な
り
ま

し
た
。第

2
日
目

〈
8
時
30
分
〉

　

�

老
人
ク
ラ
ブ
の
歌
・
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
体
操
で
始
ま
り

〈
8
時
40
分
〉

　

講
演
②

　

�「
高
齢
者
の
詐
欺
被
害
防
止

に
つ
い
て
」

　

岡
山
県
警
察
本
部

　

犯
罪
抑
止
対
策
官

�

難
波
竜
輝
氏

　

�「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

に
つ
い
て
」

　

岡
山
県
警
察
本
部

　

交
通
企
画
課

�

課
長
補
佐　

山
本
伸
彦
氏

〈
9
時
50
分
〉

　

講
演
③

　

�「
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
」

　

�

～
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割

と
心
構
え
～

　

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

藤
本
毅

〈
10
時
50
分
〉

　

�「
晴
れ
ば
れ
シ
ニ
ア
岡
山
」

の
開
花
宣
言
採
択

　

�

延
原
愛
子
県
老
連
副
会
長

（
女
性
委
員
長
）
に
よ
り
、

開
花
宣
言
（
案
）
が
朗
読
さ

れ
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
宣
言
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
今
後
の
あ
る
べ
き

姿
を
展
望
し
、女
性
の
活
躍
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
、
会

員
増
強
の
実
現
に
向
け
総
力

を
結
集
す
る
こ
と
を
宣
言
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〈
11
時
00
分
〉

　

全
体
会

　

①
グ
ル
ー
プ
討
議
の
報
告

　

②�

当
面
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
課
題
に
つ
い
て

　

③
全
体
討
議
質
疑

〈
12
時
00
分
〉

　

閉
会

住みなれた地域で気心の知れ合った仲間づくりを基本に「健康・友愛・
奉仕」の三大運動を力強く推進してきた。人生 100 年時代の到来に
行政や町内会、関係団体と連携し高齢者が共に支え合い励まし合っ
て、自らが輝き、健康寿命を伸ばし、地域づくりの担い手としての老
人クラブ活動を展開し「晴ればれシニア岡山」の幸せの花を咲かそう。

★リーダーとしての役割と心構え（やる気・ほん気・げん気）
　思いつく―まとめる―やりきる・・・リーダーとしての３要素

★女性リーダーの活躍と場づくり（会員の６割を占める女性の力）
 ・男女共同でクラブ運営・発想の転換・共通理解・計画性
 ・平成 30 年の節目の年を目指し役員改選で女性リーダー倍増を

★会員増強へ向けての行動計画
 ・市町村、町内会、他団体との連携強化
 ・単位クラブは純増を目指す
 ・まずは勧誘から始めよう
 ・すべての地域にクラブ設置
 ・解散（休会・休眠）クラブの防止と支援

以上今後のあるべき姿を展望し、その実現に向けて総力を結集する
ことを宣言する。

	 平成 29 年２月１７日　　於「岡山いこいの村」
	 岡山県老人クラブ連合会 市町村老連正副会長会議

男女共同活躍　「晴ればれシニア岡山」の開花宣言

平成28年度
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平成 29年度 地域の元気づくり事業
（健康づくり・次世代育成・シルバー）事業費内訳

（単位：円）

　

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

は
、
平
成
25
年
度
に
始
ま
り
、

28
年
度
ま
で
に
90
カ
所
で
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
県

老
連
の
事
業
の
中
で
も
重
要

な
事
業
で
あ
り
公
益
目
的
事

業
（
不
特
定
多
数
の
者
の
利
益

増
進
を
目
的
と
す
る
）
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
老
連

で
活
用
し
て
頂
く
た
め
、
実
施

で
き
る
事
業
種
目
も
で
き
る
だ

け
幅
広
く
し
、
多
様
な
市
町
村

老
連
の
要
望
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

公
益
を
目
的
と
し
て
い
る
我
財

団
に
は
特
に
公
平
性
、
透
明
性

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
各
市
町
村
老
連
か
ら
の

要
望
を
取
り
ま
と
め
、
外
部
委

員
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る

「
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会
」

に
諮
り
、
事
業
の
妥
当
性
、
事

業
効
果
等
に
つ
い
て
協
議
を
い

た
だ
き
、
承
認
を
得
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
事
業
は

こ
の
委
員
会
を
ク
リ
ア
ー
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
事
業
主
体

の
皆
様
に
は
経
費
の
使
い
道
な

ど
に
つ
き
多
少
厳
し
い
お
願

い
を
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
も
国
や
地
方
公
共
団

体
か
ら
の
補
助
金
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
経
費
使
途
に
つ
い

て
は
厳
重
に
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
で
す
。
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
度
末
に
は
、
平
成
30
年
度

の
実
施
希
望
を
募
り
ま
す
の
で

今
か
ら
準
備
を
さ
れ
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

市町村 実 施 団 体 健康づくり      次世代     シルバー基金 小　計
1 岡 山 市 岡山市南区泉田白寿会 200,000 200,000
2

倉 敷 市
玉島地区老人クラブ連合会（上成支部） 100,000 100,000

3 倉敷市老人クラブ連合会 70,000 70,000
4

津 山 市
津山市老人クラブ連合会 70,000 30,000 100,000

5 津山市老人クラブ連合会（城東地区） 100,000 100,000
6

井 原 市
木之子西慎思クラブ 100,000 100,000

7 美星地区老人クラブ連合会 100,000 100,000
8

総 社 市
総社市老人クラブ連合会 100,000 100,000

9 階田老人クラブ 100,000 100,000
10 高 梁 市 鶴鳴連合長寿クラブ 50,000 50,000
11 瀬戸内市 瀬戸内市老人クラブ連合会 80,000 80,000
12 赤 磐 市 赤磐市老人クラブ連合会（山陽支部） 30,000 30,000
13 真 庭 市 真庭市老人クラブ連合会（北房支部） 100,000 100,000
14

和 気 町
和気町老人クラブ連合会 100,000 100,000

15 大田原明友会 70,000 30,000 100,000
16 里 庄 町 里庄町老人クラブ連合会 100,000 100,000
17

鏡 野 町
鏡野町老人クラブ連合会（公民館区老連） 100,000 100,000

18 鏡野町老人クラブ連合会（女性部） 50,000 50,000

19 美 咲 町 美咲町老人クラブ連合会（中央支部女性部）
小原新生会 100,000 100,000

合　計 820,000 350,000 610,000 1,780,000

平成 29年度

「地域の元気づくり事業」実施地区決定
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



と ぴ っ く す

和気町

和気町老人クラブ連合会 会長　畑上 毅

高齢者が高齢者を支える
地域づくりをめざして

　和気町の高齢化率は、全国平均の 27.3％、岡山県平均の
29.2％を大きく上回る39.6％（県下第 4位）です。これは、和
気町人口の四割が高齢者という「超」高齢社会を迎えています。
　和気町老人クラブ連合会の会員数は、本年 4月1日現在、
49クラブ、2,889人で、60 歳以上の加入率は44％です。3 年
前には三千人を超えていた会員数も毎年減少していますが、単
位クラブの活動を盛んにして1クラブ2名、和気町老連全体で
年間100 名の増加目標をたてて頑張っているところです。
　さて、和気町老人クラブ連合会では、町の総合福祉センター
の一室に独自の事務局を設けています。会員の皆さんの気軽
に利用できる情報交換の場として、役員が交代で勤務してい
ます。また、和気町からの補助金により、「健康づくり・介護
予防支援事業」、機関誌「ふれあい」の年 3 回発行など、役員・
事務局員がボランティアで、自分たちの創意工夫により自主活
動をしています。
　次に、本年度の重点目標を紹介します。地域の高齢者の健
康寿命を延ばす健康づくりや介護予防活動を推進するうえで
は、積極的に体を動かし、人と交流をしながら自分を役立てる
ことは、健康寿命を延ばすことにもつながります。
　和気町でもすでに、「介護予防・日常生活支援総合事業」が始
まりました。住み慣れた地域で、いつまでも元気で楽しく暮ら
せるように、老人クラブとして総合事業に取り組み、高齢者の
皆さんが定期的・継続的に参加できる介護予防活動を実践し
ていきます。
　そして、認知症や介護が必要な状態
になっても、住み慣れた地域で暮らし
続けるための「地域包括ケアシステム」
が進められていますが、老人クラブ
としてもその一翼を担い、ご近所の
支援を必要とする一人暮らし・高齢
者夫婦世帯への見守りや支え合い活
動に参加し、引きこもりの防止に努
めていきます。

井原市

井原地区老人クラブ 木之子西慎思クラブ 会長　岡田 捷夫

「皆が主役！！」 喜びの幸齢社会
～カラオケクラブ、料理クラブ、グラウンド・ゴルフ発足～

　木之子慎思クラブは中地区と西地区の２クラブがありますが、全て

の行事を合同で実施しています。どなたとでも顔見知りになり話し合

える機会を作って、少しでも地域の活性化に繋がればと願っています。

　毎年１月の新年会は研修を含め盛大に実施しています。研修では「マ

イナンバー制度」を勉強したり、井原市の出前講座・社会福祉協議会

や警察署に依頼したりと色々な研修を実施しています。又、料理クラ

ブの皆さんの愛情ある弁当に舌鼓を打ちながら様々な学習や大正琴

や銭太鼓や日本舞踊の披露を楽しみ、世間話に花を咲かせて、クラ

ブの発展を図っています。
　木之子慎思クラブでは、現在、グラウンド・ゴルフを週２回・カラオ

ケ同好部を月２回・料理クラブを３カ月に１回活動しています。それぞ

れのクラブが活発に活動中です。そして楽しい共生の輪を広げながら

幸齢社会を築いていきましょう。

総社市

総社市老人クラブ連合会 会長　岡　弘
魅力ある活動を目指して

　総社市老人クラブ連合会では、平成 26 年から老人クラブへの印象をもっと地域に親し

みやすく、老人クラブ活動に楽しく参加してもらえるように愛称を募集し、「いきいきシ

ニア総社」という名に決め、市内全体に活動を広めています。

　いきいきシニア総社では、自らの生きがいと健康づくりに努めるとともに、地域の特

性を生かし、生活実態にあった活動を促進しています。また、地域の関係機関との緊密

な連携のもとに高齢者の生活を楽しく豊かなものにし、「たがいを思いやる人

にやさしい健康福祉のまちづくり」を推進することを目的に活動しています。現

在、60単位クラブ、会員数3,530人が元気に活動しています。

　主に健康増進活動としてグラウンド・ゴルフ大会や市と連携した高齢者スポー

ツ大会、教養の向上を目的とした交通安全講習会等の研修会の開催、また女

性委員会主催の講座など様々な活動を行っています。

　平成28 年度は、新規事業としてペタンク講習会、ペタンク大会を開催しました。

今まで、いきいきシニア総社主催の健康増進活動といえば、グラウンド・ゴルフ

が主でしたが、市内で愛好者が広がっている、誰でも簡単に楽しめるペタンクを

新たな取り組みとして始めました。初心者でも気軽に参加できるように大会の前

には講習会を開催し、まずはペタンクを知ってもらうことから始めました。そして、

大会では講習会で学んだことを活かした笑顔溢れる楽しい大会となりました。今

回、新しく事業を開催することで参加できる競技の幅が広がり、自分たちのクラ

ブへ持ち帰って活かすことができるような活動へと繋げることができました。

　今後、新しい事業へも積極的に取り組み、いきいきシニア総社の魅力を市内全体へと

広げていきたいと思います。
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矢掛町

矢掛町老人クラブ連合会 山田地区老人クラブ 長寿会 会長　坪井 正男

地域の宝・子供達との交流

　山田地区は、矢掛町 7地区のうち最も南に位置し遙照山を望み見る
農村地帯です。
　山田長寿会は昭和 34 年 4月に発足しており、現在の会員数は137名

です。私が 8 代目会長を平成 26 年 4
月に引き受けた年度より「晴ればれシ
ニア岡山 2万5千人会員増強運動」が展
開され、加入促進に力を入れ、会員皆
で努力した結果当初 90 名から47名増
加しました。
　活動の柱は健康・友愛・奉仕で、健

康 寿 命を少しでも長くするべくス
ポーツにも力を入れています。グラ
ウンド・ゴルフの練習は週に3 回、地
区の中心に位置する山田公民館グラ
ウンドで行なっています。その他、囲碁ボール大会、ペタンク大会等を
開催しています。特にカローリング大会は、山田地区の 60 歳以上の方
にも参加を呼びかけ、毎年山田小学校の体育館で実施していますが、
年々会員以外の方の参加者が増えてきて会員増加につながっています。
　地区の幼稚園、小学校の各種行事にも積極的に参加しています。幼
稚園には「七夕まつり」「クリスマス会」「感謝会」に行き園児と歌った
り、ゲームをして元気を貰っています。また、小学校には運動場横に昭
和初期に植えた茶畑があります。5月には茶摘み祭りがあり、これには
学校関係者・地域の人々・長寿会会員が参加して盛大に行われます。更
に1、2 年生とは5月に学校内の畑にさつま芋の苗を植え、6月には「新
茶を味わう会」、10月「芋ほり大会」、11月「芋パーティ＆昔のあそび」
に参加して子供達と交流して子供の成長を見守ると共に元気を貰ってい
ます。また、3 年生とは1月に「七輪体験会」として学校の裏山から拾っ
た落ち葉・枯れ枝を使って七輪に火を熾して餅など焼いて食べる行事を
通して、昔の体験の手伝いをしています。
　子供は地域の宝です。今後もこの活動を継続して宝を大事に育てた
いと思います。

倉敷市

倉敷市玉島地区老人クラブ連合会 女性委員会 委員長　植田 洋子
「女子力アップカフェ」の活動

「元始、女性は太陽であった」 平塚らいてうの言葉ですが、女性は

いくつになっても光輝いていたいものです。

　仲間と共に楽しく学びたい、体を動かしたい、歌いたい等という

願いを受け、倉敷市の西の端に位置する玉島地区老人クラブ連合

会女性委員会は、立ち上がりました。今までの年1回だけの活動か

ら脱皮し、昨年 4 月からは、毎月開催の「女子力アップカフェ」

となって生まれ変わったのです。料理・歌声喫茶・テーブルマナー・

旅行・脳活・ゲーム・交通安全教室・健康体操・折り紙等々実に様々

な活動をしています。
　最初は女性委員会役員のみから始め、周囲の方々へ声をかけ、

回を重ねるごとに参加者が増えていきました。1年が経つ頃には、

料理教室も多数の申込があり、3 回に分けての開催となりました。

ただ単なる料理教室ではなく、食材の勉強や食育の講義も行ってい

ます。また、研修旅行も100人を超える申し込みがあり、2日間に

分けて開催するなどどんどん拡がってきました。

　もう1つ、玉島地区老連の「新春玉テレ紅白歌合戦」の出演が急に

決まったのを受け、応援グッズの作成や衣装、練習など一手に女性

委員会が引き受けたことも、やりがいに結び付いたのではと思って

います。お蔭様で見事、優勝し、老人クラブのPRもできました。

　これらは、ただ単に女子力アップのみならず、男性会員にまで刺

激を与えたのではないでしょうか。女性が元気になれば必ず組織も

元気ななるということを確信しました。
　会員増強はもとより、老人クラブ活動は楽しく得ることも多いと

気づいたことがこの1年間の収穫だったのではと考えています。

　今年度も益々楽しく笑顔満載で女子力アップできる女性委員会

活動をしていきたいと思っています。《めざせ！ 女子力アップ！》
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２
月
22
日
～
24
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
、
全
老
連
主
催
の
健
康

づ
く
り
中
央
セ
ミ
ナ
ー
へ
参
加

を
し
て
き
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

の
内
容
は
、
介
護
予
防
や
医
療

に
関
す
る
こ
と
、
運
動
や
食
事

に
関
連
し
た
講
義
等
健
康
づ
く

り
の
セ
ミ
ナ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
で
し
た
。

　

介
護
予
防
の
講
座
で
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
に
は
期
待
さ
れ
る

3
つ
の
役
割
に
つ
い
て
講
師
の

方
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

①
寝
た
き
り
・
認
知
症
に
な
ら

な
い
。
②
仲
間
を
寝
た
き
り
・

認
知
症
に
さ
せ
な
い
。
③
地
域

の
高
齢
者
（
非
会
員
）
を
寝
た

き
り
・
認
知
症
に
さ
せ
な
い
。

と
い
う
も
の
で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
諸
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
は
、
家
に
閉
じ
こ

も
っ
て
他
人
と
交
流
を
し
な
く

な
っ
て
し
ま
う
「
閉
じ
こ
も
り

症
候
群
」
の
予
防
に
大
き
な

効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
老
人

ク
ラ
ブ
は
地
域
の
高
齢
者
を
健

康
に
す
る
鍵
を
握
っ
て
お
り
、

今
後
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く

と
、
そ
の
影
響
力
は
更
に
大
き

く
な
っ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
重
要
な

要
素
と
し
て
、「
食
事
」
と
「
運

動
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
も
と

よ
り
各
市
町
村
で
も
活
発
に
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
活
動

に
、「
低
栄
養
」
の
改
善
が
あ

り
ま
す
。
低
栄
養
と
は
い
わ
ゆ

る
栄
養
失
調
の
こ
と
で
、
た
ん

ぱ
く
質
や
脂
質
な
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
る
も
の
が
不
足
し
て

い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
低
栄

養
状
態
に
な
る
と
、
次
第
に
筋

肉
の
量
が
減
少
し
た
り
（
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
と
い
う
）、
病
気
に

罹
り
や
す
く
な
る（
フ
レ
イ
ル
）

深
刻
な
状
態
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
た
ん
ぱ
く
質
を
十
分
に
摂

取
す
る
た
め
に
は
、
若
い
こ
ろ

と
同
じ
よ
う
に
肉
や
魚
を
食
べ

る
必
要
が
あ
り
、
食
欲
が
減
退

し
て
し
ま
っ
て
い
る
人
は
「
栄

養
機
能
食
品
」
と
呼
ば
れ
る
、

栄
養
分
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

る
も
の
で
代
用
を
す
る
な
ど
工

夫
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

周
囲
の
人
が
低
栄
養
状
態
に

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
簡
易

的
に
判
断
す
る
方
法
が
あ
る
そ

う
で
す
。
そ
れ
は
「
食
欲
が
あ

る
か
」「
握
力
が
あ
る
か
」「
歩

行
速
度
が
遅
く
な
い
か
」
と
い

う
3
つ
の
点
に
注
目
し
て
み
る

こ
と
で
す
。
近
所
の
人
や
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
の
仲
間
に
会
っ
た

時
は
、
挨
拶
が
て
ら
に
握
手
を

し
て
、
世
間
話
の
中
で
食
欲
が

あ
る
か
ど
う
か
聞
い
て
み
る
と

そ
の
人
が
低
栄
養
状
態
に
な
っ

て
い
な
い
か
簡
単
に
判
断
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
講
師
の
方

か
ら
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
気
に
な
る

問
題
と
し
て
「
認
知
症
」
が
あ

り
ま
す
。
国
際
医
療
福
祉
大

学
大
学
院
教
授
の
竹
内
孝
仁
氏

は
、
認
知
症
を
予
防
し
、
認
知

力
を
回
復
す
る
た
め
に
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
「
体
調
を
良
く

す
る
こ
と
」
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
中
で
も
大
別
し
て
4
つ
の

重
要
な
要
素
が
あ
る
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、

１
日
１
５
０
０
㎖
の
「
水
分
補

給
」
１
日
１
５
０
０
㎉
の
「
栄

養
」
１
日
30
分
以
上
の
「
運
動
」

下
剤
を
使
わ
ず
便
秘
を
解
消
す

る
「
便
通
」
で
す
。
こ
の
4
点

に
気
を
付
け
て
い
れ
ば
、
認
知

症
は
予
防
・
改
善
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
そ
う
で
す
。実
際
に
、

認
知
症
ゼ
ロ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
る
地
域
も
あ
り
、
今
後
は

認
知
症
予
防
も
本
格
的
に
進
ん

で
い
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
を

し
て
み
て
、
改
め
て
日
々
の
健

康
へ
の
気
遣
い
と
実
際
に
行
動

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
今
後
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、ま
ず
は
体
力
測
定（
身

体
測
定
）
な
ど
で
自
ら
の
健
康

状
態
を
把
握
し
、
悪
い
と
こ
ろ

を
如
何
に
改
善
す
る
か
、
良
い

と
こ
ろ
を
ど
れ
だ
け
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
る
か
と
い
っ
た
健
康

相
談
会
を
行
う
な
ど
、
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
健
康
な
老
人
づ
く

り
を
始
め
て
い
き
、少
し
ず
つ
で

も
健
康
の
輪
を
広
げ
て
い
け
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
さ
な
け
れ
ば

参
加
し
た
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
健
康
な
老
人
づ
く
り
、
活

発
な
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

健
康
づ
く
り
中
央
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

「高齢期の運動による健康づくり・介護予防」
　　　　　　　　　講師　順天堂大学名誉教授　武井　正子氏

セミナー
2 日目

第14 回

赤
磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
繁
定
　
健
三

事
務
局
　
延
原
　
拓
志
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高齢者地域リーダー研修会開催
　

今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き

7
月
10
日
（
月
）
岡
山
会
場
を

皮
切
り
に
「
平
成
29
年
度
高
齢

者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
と
同
様

に
岡
山
市
老
連
と
の
共
催
事
業

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
講
演
と
グ

ル
ー
プ
討
議
を
中
心
に
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
参
加

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ご
意

見
を
も
と
に
、
希
望
の
多
か
っ

た
「
優
良
事
例
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
よ
そ
の

ク
ラ
ブ
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
か

参
考
に
し
た
り
、
優
良
事
例
を

ま
ね
、
横
出
し
展
開
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
発
表
者
の

皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お
か
け

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

大
勢
の
方
か
ら
「
な
ら
ば
一
つ

発
表
し
よ
う
！
」
と
ご
協
力
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
の
全
地
域
で
の
研
修
会

の
評
価
・
評
判
を
見
て
来
年
度

ど
う
す
る
か
は
決
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
講
師
の
都
合
で

岡
山
会
場
は
「
岡
山
市
ふ
れ
あ

い
公
社　

地
域
包
括
支
援
課
課

長
代
理　

中
井
一
司
氏
」に『
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
老
人
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
よ

う
！
』
と
題
し
て
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
５
会
場
は
、「
県

立
大
学
保
健
福
祉
学
部　

看
護

学
科
特
任
教
授
二
宮
一
枝
氏
」

に
『
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
高

齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
め
ざ
し

て
』
と
題
し
講
演
を
い
た
だ
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
、
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
在
り
方
な
ど
に
つ
き
い

ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が

興
味
あ
る
お
話
が
聞
け
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
地
域
で
活

動
を
続
け
て
い
か
れ
る
リ
ー

ダ
ー
の
方
々
の
資
質
向
上
の
た

め
開
催
し
ま
す
の
で
大
勢
の
方

に
受
講
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

地　区 期　日 場　所
岡　山 7 月 10日（月） きらめきプラザ
東　備 7 月 21日（金） くまやまふれあいセンター
津　山 8 月 25日（金） 津山市総合福祉会館
高　梁 8 月 30日（水） 高梁総合文化会館
美　作 9 月 7日（木） 湯郷地域交流センター
倉　敷 9 月 15日（金） くらしき健康福祉プラザ
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会員の

声

津
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長

同
勝
北
支
部
長　

高
橋　

重
逸

　

午
前
5
時
、
床
の
中
で
5
分

ば
か
り
体
操
ら
し
き
し
ぐ
さ
を

し
、
素
早
く
着
か
え
て
事
務
室

で
手
帳
を
見
る
ま
で
も
な
く
、

午
後
は
津
山
市
老
連
定
時
総
会

の
日
だ
。
私
の
役
目
は
一
号
議

案
、
活
動
報
告
の
説
明
…
先
ず

は
冒
頭
で
「
会
員
増
強
運
動
」

の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
よ

う
。
3
年
目
の
28
年
度
に
於
い

て
も
少
し
減
少
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
を
見
る
と
、
①
減

少
が
小
幅
に
な
っ
た
事
・
②
か

な
り
の
比
率
で
増
強
の
ク
ラ
ブ

数
が
増
え
て
い
る
事
・
③
中

で
も
大
幅
に
増
や
し
た
ク
ラ
ブ

が
あ
る
事
・
④
特
に
市
街
地
の

膨
大
な
空
白
地
域
の
中
で
、
新

し
く
ク
ラ
ブ
を
作
ろ
う
と
す
る

動
き
が
出
て
い
る
事
。
等
々
を

説
明
し
、
①
減
少
は
一
般
的
傾

向
で
は
な
い
事
。
②
成
功
例
に

学
び
「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

合
っ
た
取
組
を
や
れ
ば
、
必
ず

成
功
す
る
。」
こ
の
事
案
を
判

り
易
く
説
明
し
よ
う
。
こ
れ
を

箇
条
書
き
し
、「
こ
れ
で
よ
し
」

と
外
へ
出
る
。

　

太
陽
は
す
で
に
東
の
山
に

登
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
う
や

う
や
し
く
一
礼
し
て
深
呼
吸
、

気
持
ち
の
良
い
一
日
の
始
ま

り
だ
。

　

軽
四
ト
ラ
ッ
ク
に
飛
び
乗

り
、
田
植
し
て
間
も
な
い
田
圃

へ
行
く
、
水
加
減
は
よ
し
。
家

の
近
く
の
野
菜
畑
を
通
る
。
ナ

ス
は
順
調
に
成
長
し
て
い
る
、

も
う
間
も
な
く
成
り
だ
す
だ
ろ

う
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
人
参
、
こ

れ
ら
を
事
務
所
に
持
っ
て
行
こ

う
。
喜
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

帰
宅
し
て
6
時
半
朝
食
終

了
。
弁
当
を
持
っ
て
自
動
車
に

乗
り
津
山
市
街
の
会
計
事
務
所

に
出
勤
す
る
。
こ
の
事
務
所
は

昭
和
50
年
1
月
、
2
回
目
の
町

議
選
直
後
に
開
設
し
、
現
在
は

縮
小
し
て
、
従
業
員
3
名
、
他

に
非
常
勤
の
税
理
士
、
行
政
書

士
と
私
の
ご
く
小
さ
な
事
務
所

だ
。

　

私
は
、
毎
日
出
勤
に
心
が
け

て
い
る
が
、
少
し
ば
か
り
の
仕

事
を
担
当
し
て
お
り
、
正
午
前

に
帰
宅
が
ほ
と
ん
ど
で
帰
宅
し

て
弁
当
を
摂
る
こ
と
が
多
い
。

　

こ
の
日
は
、
事
務
所
で
午
後

の
総
会
で
の
報
告
の
準
備
。
市

老
連
の
用
事
が
な
い
時
は
、
帰

宅
し
て
野
菜
作
り
等
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
、
市
老
連
副
会

長
と
勝
北
支
部
の
25
ク
ラ
ブ
の

会
長
さ
ん
達
の
相
談
に
あ
ず

か
っ
て
い
る
。「
私
の
後
を
や
っ

て
く
れ
る
人
が
い
な
い
。」「
若

い
人
が
入
っ
て
く
れ
な
い
。」

等
々
。
直
ち
に
課
題
解
決
の

た
め
訪
問
し
、
一
緒
に
説
得
し

た
り
、
町
内
会
長
に
援
助
を
求

め
た
り
、
迅
速
に
手
を
う
つ
。

そ
の
他
の
個
人
的
な
相
談
事
も

多
い
。

　

又
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
連
し

た
事
で
、
勝
北
町
の
時
代
か
ら

続
い
て
い
る
、
65
歳
以
上
を
対

象
と
し
た
「
勝
北
シ
ル
バ
ー
大

学
」（
年
8
回
）
の
大
学
長
の

任
務
も
あ
る
。
そ
の
他
私
的
な

こ
と
で
は
「
脱
原
発
」
の
考
え

か
ら
手
掛
け
た
太
陽
光
発
電

（
4
ヶ
所　

４
０
０
ｋ
Ｗ
）
の

管
理
も
あ
り
、
な
か
な
か
多
忙

な
毎
日
だ
。

　

で
も
、
80
歳
を
超
え
て
尚
健

康
で
い
ら
れ
る
の
は
、
津
山
市

に
合
併
と
同
時
に
町
長
を
退
職

し
て
以
来
、
や
り
が
い
の
あ
る

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
や
ら
し
て

も
ら
っ
て
い
る
お
蔭
だ
と
感
謝

し
て
い
る
。

里
庄
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

�

会
長　

平
野　

秀
朋　

75
歳

　

昭
和
32
年
、
福
山
の
印
刷
・

製
本
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

会
社
の
経
営
者
は
松
永
の
人
で

広
大
な
塩
田
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
当
時
、
社
長
の
話
の
中
に

里
庄
の
仁
科
と
言
う
人
が
松
永

に
塩
田
を
持
っ
て
い
る
と
言
う

話
を
よ
く
耳
に
し

ま
し
た
。
当
時
あ

ま
り
興
味
も
無
く

聞
き
流
し
て
い
ま

し
た
。
塩
田
は
昭

和
40
年
半
ば
迄
続

い
て
い
ま
し
た
。

定
年
退
職
し
て
里

庄
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
お

世
話
に
な
り
な
が

ら
、
里
庄
歴
史
勉

強
会
に
入
会
し
ま

し
た
。
歴
史
を
知

る
為
に
は
古
文
書

の
解
読
が
必
要
と

思
い
古
文
書
勉
強

会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
仁
科
の
古

文
書
の
中
に
松
永

塩
田
の
記
載
が
あ

り
、
松
永
だ
け
で

な
く
寄
島
に
も
塩

田
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
里
庄

の
新
庄
、
浜
中
は
大
阪
の
麻
田

藩
の
飛
び
地
で
す
。
勉
強
会
の

仲
間
と
冊
子
を
作
ろ
う
と
言
う

話
に
な
り
一
昨
年
自
分
達
の
手

で
「
麻
田
藩
と
備
中
領
口
組
」

と
言
う
表
題
の
本
を
作
り
ま
し

た
。
近
隣
の
図
書
館
に
も
置
き

ま
し
た
。

　

又
5
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、「
里

庄
歩
つ
徒
ク
ラ
ブ
」
に
入
り
歩

い
て
い
ま
す
。
歩
い
て
見
て
平

素
の
運
動
不
足
が
良
く
わ
か
り

ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
増

員
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
里
庄

で
は
ふ
れ
あ
い
運
動
会
、
い
き

い
き
体
操
、
社
協
サ
ロ
ン
等
が

行
わ
れ
て
い
て
社
協
サ
ロ
ン
は

毎
月
１
回
20
日
に
行
わ
れ
、
蛸

焼
き
パ
ー
テ
イ
、
古
墳
巡
り
、

戦
前
戦
後
を
語
る
会
な
ど
で
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
サ
ロ
ン
で
は
各
々
独
自

性
を
出
し
旅
行
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
し
め
縄
造
り
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
野
外
お
好
み
焼

き
パ
ー
テ
イ
な
ど
を
開
催
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
催
し
に
参
加
し
て

語
ら
い
行
動
す
る
事
で
最
近
言

わ
れ
て
い
る
健
康
年
齢
に
多
い

に
役
立
ち
、
会
員
の
増
員
に
も

つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
も
色
々
な
催
し
参
加
し
て
健

康
寿
命
を
伸
ば
し
て
行
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新
見
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
屋
長
寿
会

�

会
長　

冨
谷　

賢
三

　

最
近
、友
人
と
会
う
と
話
は
、

「
腰
が
痛
い
」
と
か
「
○
○
病
院

に
通
っ
て
い
る
」
と
か
病
気
に

関
す
る
話
題
が
大
変
多
く
な
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
あ
る
友
達

か
ら
の
メ
ー
ル
に
「
な
か
な
か

暇
に
な
ら
な
く
て
、
有
り
難
い

こ
と
で
す
。（
キ
ョ
ウ
イ
ク
）（
今

日
行
く
）と（
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
）（
今

日
用
）
が
高
齢
期
を
元
気
に
過

ご
す
た
め
に
必
要
で
す
。」
と

「
教
育
と
教
養
」？

日
々
是
新
た
な
り

わ
た
し
の
日
常

私
の
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
と
の
交
流
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送
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
メ
ー
ル
は
、
私
の
中
で

強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
私

は
次
の
日
か
ら
「
今
日
行
く
と

こ
ろ
は
ど
こ
か
」
と
「
今
日
の

用
事
は
、何
か
」
を
朝
確
認
し
、

行
く
と
こ
ろ
や
用
事
が
な
い
時

に
は
、
そ
れ
を
作
っ
て
で
も
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

は
、
田
舎
で
家
の
周
り
で
は
畑

仕
事
や
草
刈
り
な
ど
す
る
こ
と

は
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
す
。
で

も
、
人
と
話
す
機
会
は
と
ぼ
し

く
、
ま
た
年
を
取
っ
て
く
る
と

草
刈
り
や
苗
の
植
え
付
け
な
ど

が
だ
ん
だ
ん
億
劫
に
な
り
、
家

の
中
に
と
じ
こ
も
り
気
味
に
な

り
ま
す
。
毎
日
行
く
と
こ
ろ
や

用
事
を
つ
く
り
外
に
出
る
機
会

を
つ
く
る
と
、
必
ず
接
す
る
人

が
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
練
習
に
な
り
、
ど
ん
な
用
事

で
も
何
度
も
や
っ
て
い
る
う
ち

に
自
分
の
力
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

人
か
ら
の
依
頼
や
誘
い
は
、

自
分
の
力
を
伸
ば
す
チ
ャ
ン
ス

と
考
え
、
で
き
る
だ
け
断
ら
ず

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。

小
学
校
の
学
習
支
援
、
サ
ー
ク

ル
の
世
話
や
こ
の
老
人
ク
ラ
ブ

の
役
な
ど
や
っ
て
み
る
と
だ
ん

だ
ん
面
白
く
な
り
、
そ
れ
な
り

に
板
に
つ
い
て
く
る
よ
う
で
す
。

人
に
「
忙
し
そ
う
で
す
ね
」
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
自
分
自

身
は
そ
の
よ
う
な
意
識
は
な
く

毎
日
を
楽
し
く
動
き
回
り
、
自

分
の
成
長
を
感
じ
な
が
ら
日
々

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

勝
央
町
美
野　

美
野
誠
美
会

�

会
長　

小
林　

重
俊

　

私
の
住
む
美
野
地
区
は
、
勝

央
町
の
北
部
に
位
置
し
た
静
か

な
田
ど
こ
ろ
で
す
。
山
ま
た
山

の
県
北
の
土
地
に
は
珍
し
く
、

広
々
と
し
た
田
圃
が
広
が
り

私
た
ち
の
喜
び
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

戸
数
は
１
０
０
戸
程
度
の
地

区
で
す
が
、
若
者
が
少
な
く
高

齢
者
率
が
と
て
も
高
い
地
区
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
で
し
ょ

う
か
、
地
区
に
は
住
民
に
よ
る

福
祉
や
健
康
づ
く
り
の
活
動
が

活
発
で
す
。
住
民
が
互
い
に
目

配
り
気
配
り
し
な
が
ら
毎
月
、

福
祉
や
健
康
に
つ
い
て
の
勉
強

会
や
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
に

指
名
さ
れ
た
の
は
平
成
22
年
４

月
で
し
た
。
当
時
は
、
勝
央
町

の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
協
賛
し

て
の
ふ
れ
合
い
花
壇
の
手
入
や

地
区
の
鎮
守
の
神
社
の
掃
除
が

主
な
行
事
で
し
た
。

　

私
も
民
生
委
員
や
地
区
区
長

を
務
め
た
経
験
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
こ
の
地
区
で
の
住
民
に

よ
る
福
祉
や
健
康
づ
く
り
活
動

を
ク
ラ
ブ
に
も
組
み
入
れ
て
み

よ
う
と
思
い
こ
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
致
し
ま
し
た
。ま
た
、

単
位
ク
ラ
ブ
員
に
も
積
極
的
に

こ
の
活
動
に
参
加
し
て
地
区
の

福
祉
向
上
に
寄
与
し
よ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

警
察
や
保
健
師
な
ど
を
招
い

て
の
安
全
教
室
や
健
康
教
室
、

ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
町
内
の

福
祉
施
設
を
訪
問
し
て
の
慰
問

と
健
康
福
祉
関
係
の
研
修
会
、

こ
ど
も
会
や
地
区
の
住
民
に
呼

び
か
け
て
の
３
世
代
交
流
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
秋

の
味
覚
を
楽
し
む
食
事
会
、
地

区
の
絆
を
深
め
る
親
睦
旅
行
な

ど
、
毎
月
目
ま
ぐ
る
し
い
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
単
位
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
も
多
く
の
方
が

理
解
し
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
年
前
の
ク
ラ
ブ
員
58
名
が

現
在
80
名
と
な
り
ま
し
た
。
私

は
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
も

ク
ラ
ブ
の
活
動
方
針
に
賛
同
し

て
躍
進
さ
れ
る
の
を
信
じ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

美
作
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
原
支
部
・
讃
甘
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

春
名　

章
良　

79
歳

　

私
が
尺
八
に
取
り
組
ん
で
か

ら
約
40
年
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
も
ま
さ
に
人
の
縁
と
い
う
よ

り
他
な
い
と
い
う
思
い
で
す
。

職
場
の
あ
る
先
輩
か
ら
「
君
は

笛
吹
に
向
い
て
い
る
、
自
分
に

は
不
要
に
な
っ
た
の
で
こ
れ
を

あ
げ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
も

ら
っ
た
尺
八
が
一
尺
八
寸
の

「
龍
風
」
銘
の
立
派
な
も
の
で

し
た
。

　

し
ば
ら
く
タ
ン
ス
の
中
に
し

ま
っ
た
ま
ま
に
し
て
い
た
の
で

す
が
8
年
程
経
っ
た
あ
る
日
偶

然
に
も
教
え
て
下
さ
る
人
（
上

田
流
尺
八
道
大
師
範
）
が
見
つ

か
り
早
速
入
門
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
の
う
ち
は
音
出
し
や

独
特
の
楽
譜
を
覚
え
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
が
、
3
か
月
位
す

る
と
簡
単
な
曲
が
吹
け
る
よ
う

に
な
り
興
味
も
沸
き
、
次
第
に

上
達
し
て
い
く
の
が
実
感
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
要
領

を
心
得
て
か
ら
は
上
達
が
速
く

多
く
の
曲
目
を
マ
ス
タ
ー
し
て

い
き
、
約
10
年
位
で
「
師
範
」

の
免
状
を
も
ら
う
に
至
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
以
後
仕
事
の
関

係
で
集
中
し
て
打
ち
込
む
こ
と

も
難
し
く
な
り
、
伸
び
悩
み
の

時
期
が
続
き
上
位
の
免
許
も

取
ら
ぬ
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

地
区
で
行
わ
れ
る
春
・
秋
の

芸
能
祭
で
は
舞
台
で
演
奏
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
は

朝
か
ら
何
と
な
く
そ
わ
そ
わ
し

た
時
間
が
過
ぎ
、
直
前
ま
で
音

出
し
を
し
た
り
発
表
す
る
曲
目

の
ポ
イ
ン
ト
を
復
習
し
て
み
た

り
、
出
演
者
ど
う
し
で
打
ち
合

せ
を
し
た
り
し
ま
す
が
、
い
ざ

舞
台
に
上
が
る
と
不
思
議
に
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し「
楽
し
む
」

気
持
で
演
奏
が
で
き
ま
す
。
あ

と
で
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
た

い
て
い
は
何
か
所
か
不
満
足
な

と
こ
ろ
が
あ
り
、
80
点
位
の
出

来
で
上
等
で
す
。

　

尺
八
に
取
り
組
ん
で
み
て
学

ん
だ
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
。

一
番
に
学
ぶ
姿
勢
が
問
わ
れ
る

訳
で
師
匠
の
助
言
一
こ
と
一
こ

と
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
自
分
の
も
の
に
な

る
ま
で
の
忍
耐
強
さ
も
要
求
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
尺

八
を
と
お
し
て
仲
間
の
輪
が
広

が
り
人
間
関
係
も
深
ま
っ
て
く

る
こ
と
は
何
物
に

も
代
え
難
い
宝
物
と

い
っ
た
感
じ
で
す
。

や
れ
ば
や
る
程
奥
深

さ
を
覚
え
ま
す
。
良

い
音
色
が
出
せ
る
た

め
に
は
体
調
の
維
持

管
理
も
不
可
欠
で

す
。
自
分
の
息
の
続

く
限
り
こ
の
道
を
歩

ん
で
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

人
の
縁 

― 

尺
八
道

共
に
助
け
合
う

地
域
を
目
指
し
て
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電話でお金の話が
でたら
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老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブです。
市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生かし、地域
社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合うことを目的とし
て運営されています。

老人クラブとは

（発行部数：50,000 部）

発行：（公財）岡山県老人クラブ連合会
　〒700-0807 岡山市北区南方2丁目13番1号
　岡山県総合福祉・ボランティア・NPO 会館
� （きらめきプラザ内） 
　TEL（086）226-2877  FAX（086）226-2881

企画・印刷：昭和印刷株式会社
　岡山市南区豊成 3-1-27  TEL（086）264-6110

岡 山 県

■会 員 数

　　　148,782 人
■クラブ数
　　　2,655 クラブ

（平成29年3月末現在）

8月 8日㈫
・9日㈬

第35回
都道府県・指定都市
老人クラブリーダー
中央セミナー

東京都
全社協会議室

10月 5日㈭ 平成29年度
岡山県総合社会福祉大会 岡山市民会館

10月18日㈬
・19日㈭

第46回
全国老人クラブ大会 京都府京都市

11月16日㈭
・17日㈮

第29回
女性リーダーセミナー

東京都
全社協会議室

平成30年

1月31日㈬
・2月 1日㈭

第23回在宅福祉を支え
る友愛活動セミナー

東京都
全社協会議室

県老連等の行事

編 集 後 記
　今号も盛りだくさんの内容になりました。県老連では多くの事業を実施し
ていますので、できる限り皆さんにお知らせしたいと考え、毎号、欲張るこ
とになります。また、県下の各クラブや会員の皆さんから寄せられる活動状
況報告を掲載していますが、これを楽しみにしておられる方も多いと思いま
す。お待ちしていますので、どしどし投稿してくださいますようよろしくお願
いします。
　毎日暑い日が続いています。「熱中症」、「猛暑日」、「最高気温」、「温暖化」
などに関するニュースが流れない日はありません。十二分に水分や休養を取
ること、無理をしないことに心がけてください。そして、共に手を携えて元
気に活動を展開してまいりましょう。

平成29年度（第42次）
岡山県老人福祉大学　9月からの日程

岡 山 倉敷① 倉敷② 津 山 高 梁
天神山

文化プラザ くらしき健康福祉プラザ 津山市総合
福祉会館

高梁市
文化交流館

９月 5日㈫ 19日㈫ 26日㈫ 28日㈭ 13日㈬

10月 31日㈫ 11日㈬ 26日㈭ 12日㈭ 23日㈪

11月 30日㈭ 14日㈫ 22日㈬ 28日㈫ 6日㈪

※講師の都合等により日程が変更することがあります。

平成29年度
高齢者地域リーダー研修会　8月からの日程

津山 8 月 25 日㈮ 津山市総合福祉会館

高梁 8 月 30 日㈬ 高梁総合文化会館

美作 9 月 7 日㈭ 湯郷地域交流センター

倉敷 9 月 15 日㈮ くらしき健康福祉プラザ

※時間 10:00 ～ 15:00予定
※日程は講師の都合により変更することがあります。

チキンの
　あっさりサラダ

毎 日 の 健 康 は 、 毎 日 の 食 事 か ら

◆ 材 料（２人分）

　　鶏ムネ肉‥‥‥‥‥‥‥ 200 ～250g
　　水‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２リットル
　　ショウガ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １カケ
　　酒‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ２
　　キュウリ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２分の１本
　　赤タマネギ‥‥‥‥‥‥‥中２分の１個
　　ミョウガ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１～２個
　　青ジソ‥‥‥‥‥‥‥‥‥５～10 枚
　　トマト‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１～２個

　　タレA
　　　酢‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ３
　　　醤油‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ２
　　　砂糖‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ１
　　　サラダ油‥‥‥‥‥‥‥大さじ１杯半
　　　ワサビ‥‥‥‥‥‥小さじ２分の１強

◆ 作り方

❶鶏ムネ肉は皮を剥ぎ常温に戻しておく。
❷鍋に水とショウガ、酒を入れて沸騰させ、
鶏肉を加えて再び沸騰したら火を止め、
そのまま冷ましておく。

❸ミョウガは小口切りにする。
❹キュウリは千切り、赤タマネギも千切り
にし水にさらしてよく絞っておく。

❺青ジソも千切りにし、さっと水にさらし
アクを取って絞っておく。

❻Aの材料を合わせてタレを作る。
❼鶏肉が冷めたら取り出し、好みの大きさ
にスライスするか裂く。

❽ボウルに鶏肉、キュウリ、赤タマネギ、ミョ
ウガ、青ジソを加え手で軽く混ぜて器
に盛り、スライスしたトマトをのせ、❻
のタレをかけていただく。

残暑を乗り切るさっぱりメニュー
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